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要旨　（STROBE声明、もしくはCONSORT声明に従ってください）
目的：本研究は，〇〇におけるAとBとの関連性の検討を目的とした．
方法：対象は～年から～年にX施設に所属する△，計1000人の中から選定基準を「．．．．．．」，「．．．．．」として500人を抽出した．C（10項目），D（5項目）に関する自記式質問紙調査を実施した．要約統計量，～と～の比較には，～検定を用いて検討した．～と～の関連性は，ステップワイズ法による変数選択により検討した．統計分析には．．．Ver．．を使用した．介入研究の登録番号はXXXXXXXである。
結果：回収された回答は200人分（回収率40.0％）であった．これらのうち，「～」に記載のなかったものは除外して解析対象とした．出現頻度は．．．．．．．．．．．．．．．．であった．多変量解析の結果，AとBの項目として，男では．．．．．．．．．．．．．．，女性では．．．．．．．．．．．．．であった．Aの項目～とBとはほとんど関連が認められなかった．
結論：Aのうち△△が多いことはBが少ないこと関連が示唆された．
キーワード　〇〇，A，B，自記式質問紙調査，ステップワイズ法　 
Abstract　(Please follow STROBE statement or CONSORT statement)
Backgrounds: Findings of previous studies…...  We assessed the association between A and B among … 

Methods: The survey was conducted during …... The study subjects were 1000 adolescents from ….., 

Criteria for the selection of research subjects is……, ………, …... A self-administered questionnaire examining C (10 items), D (5items), and ……. …… ….. were used. Associations were examined using a …. test, … test,……….. ……. ………. ……. and a stepwise regression model. … ver. 9.3 software was used for the analyses. This trial was registered number XXXXXXX．
Results: The numbers of data collection were 200 (response rate 40.0 %). Data from …… were used for the analyses, excluding … … ………. …The ratio of the number of observations in a statistical category to the total number of observations ………  …… ….. …..  ……
Using regression models, we found that the following A factors were significantly related to B… … … The …. … … … …           However, the following factors were significantly related to more …. ………… ……, ………… was not significantly related to …… ……… …….

Conclusions: Findings from this study suggest that …. are associated with ……….among…….... ... 

Key　Words

1. 原稿
1） 投稿原稿は，STROBE声明、もしくはCONSORT声明に従ってください．

2) 投稿原稿は，A4縦，横書き，上下左右余白30mm，1頁40字×30行，英文はダブルスペースとしてください．邦文はMS明朝10.5ポイント，英文フォントはTimes New Roman，文字の大きさは 12ポイント としてください．また、章構成は原則として，Ⅰ.緒言，Ⅱ.方法，Ⅲ.結果，Ⅳ.考察，Ⅴ.結論，Ⅵ.文献とし，各章の項目分けは，半角文字で1. 2. 3…，1)　2)　3)…，(1)　(2)　(3)…としてください．
3）本文には全ページを通した連続行番号（Wordのページレイアウトの「行番号」機能）をつけてください．
4）投稿原稿の1ページは平均して1枚あたり1,200字程度としてください．図・表の横幅は原則としてA4縦に収まるようにし，図・表1点につき，800字と換算してください．
5）ひらがな，カタカナ，漢字，句読点，括弧は全角文字，数字アルファベット，記号，「.」，「,」，「;」，「:」は半角文字を用いてください．和文の句読点は全角の「，」と「．」を用いてください．英文字の句読点の後は半角スペースを入れてください．
2．研究倫理

人および動物を対象とする研究は，投稿者所属の施設もしくは研究参加者が所属する施設の研究倫理審査委員会で承認されたものとし，原則として，研究倫理審査委員会での研究実施許可（承認）番号等が本文中に記されていることとします．
3.　単位の表記

国際単位系を用います．たとえば，ｍ（メートル），kg（キログラム），s（秒）．ただし，慣習的に使用されている単位（たとえば，kcal，mmHg）はそのまま使用可能とします．

4.　統計の表示
1）ラテン文字の統計記号はイタリック体で表記してください．たとえば，M（平均値），N（総ケース数），n（サブサンプルのケース数），df（自由度）など．
2）ギリシャ文字の統計量は標準書体で表記してください．たとえば，α（有意水準），χ2（カイ2乗値）など．
3）有意水準p値は原則として等号で表記してください．たとえば，p=0.034など．
5.　図・表
1）本文中の出現順に図1，表1から連番を付け，連番の次は「.」と左詰めで記載します．
2）図・表印刷はモノトーン（黒一色）とします．
3）図・表のタイトルは原則として図ではその下部，表ではその上部とします．また，表や図番号と同じ行に，1文字分空けてタイトルを記述します．
4）表注や図のタイトルは，表本体の下に左詰めで記載し，その表に関する特記事項を記述します（前田, 2014）．
5）図・表はA4用紙に1枚ずつ作成し，本文とは別に別紙で添えてください．
6）図・表を説明する本文の末尾に「である（図1）．」のように示してください．
7）図・表の挿入箇所を本文中に赤字で示してください．
例)表の場合
        　表1.　表のタイトル
例）図の場合

図1.　図のタイトル
6.　著作権

本誌に掲載された論文等を所属機関のリポジトリ等に収載する場合は，学会事務局に連絡してください．

7.　本論文に関する利益相反

「本論文について，他者との利益相反はありません．」もしくは，「本論文の研究資金は株式会社○○から提供を受けたものである．」等、当該研究の遂行や論文作成における利益相反の有無を記載してください．

8.　研究助成金

　「本研究は，文部科学研究費若手研究（B）（課題番号○○主任研究者日本花子）を受けて遂行された．」英文の場合は，This study was supported by JSPS KAKENHI Grant to Hananko NIHON. Grant NO. 111111,Grant in Aid-for-Young Scientists (B) in Japan.などと記します．

9. その他．謝辞

　謝辞を記載する場合は，最後に記してください．「本研究に同意し参加された皆様に深く感謝いたします．また，お忙しい中，ご指導くださった○○教授に深謝いたします．」など．
10. 文献記載方法
1）共通書式
（1）書式を統一するために，文献管理ソフトを活用することを推奨します．
（2）原則としてAPA（The American Psychological Association）スタイルに準拠します．
・アメリカ心理学会（APA）著／前田樹海, 江藤裕之, 田中建彦訳（2014）．APA論文作成マニュアル，第2版．東京:医学書院
・前田樹海,江藤裕之(2014). APAに学ぶ看護系論文執筆のルール．東京：医学書院．
（3）記号，数字，英語は半角入力ですが，和文の場合は，コンマやピリオドは全角とします．
(4）文中の句読点について，和文・英文ともに句点は「．」，読点は「，」を用いて，和文では全角とします．英文では半角文字を原則とします．
2）本文中の引用
（1）文中の引用表示は，引用箇所を著者名と出版年によって表示します．著者名と出版年の組み合わせで文献リストに記載されている文献が一意に特定できなければなりません．また，著者名の姓のみで区別がつかない場合は，フルネームで引用表示してください（前田,2014)．
（2）引用表示は，引用した内容を正確に示すことができる場所に表記してください．例）従来，この病気に罹患した成人男性が経験する症状は3つのタイプに分類されることが示された（鈴木,2011）が，最近の研究（田中,2012）ではそれに加えて4つめの症状があることが示されている．

（3）同一の図書や翻訳書の異なるページを複数箇所で引用する場合，本文中にそれぞれ該当するページを記載し，本文末の文献リストには単一の文献としてください．
（4）複数文献を同一箇所で引用する場合には，半角セミコロン「;」で区切って筆頭者のアルファベット順に並べてください．　例）　．．．であるとの報告がある（X,2008; Y,2015）
（5）引用した文献が2名による著作物の場合は，その文献が出現するたびに両方の著者名を表記してください．著者名が欧文の場合は著者名の間を半角の&でつないでください．　　　　　　　　　　例）　X,Y（2012）は，… X&Y（2012）は，
（6）共著者が3名以上5名までの場合は，初出の引用箇所で全員を列挙してください．再度引用する際には筆頭著者に「ら」を付して表示してください．
例）X，Y，Z（2012）は．．．．．前述のXら（2012）は，．．
（7）共著者が6名以上の場合は筆頭著者に「ら」を付して表示してください．
（8）書籍等の一部を引用する際は，年号のあとに，半角カンマ「,」で区切って「p.ページ番号」または「pp.開始ページ–番号終了ページ番号」または「第X章」のように表記してください．
例）X（2016.p.5）によると，．．．が明らかに示されている(Y,2016,pp.5–10)
3) 本文末の文献リスト
（1）著者名は4名以上の場合は最初の3名を記載し，以下｢他｣，｢et al.｣とする．
（2）雑誌名は，原則として省略しない．
（3）本文の最後に，Ⅵ.文献として，引用した文献の書誌情報を，著者名のアルファベットA～Z順（和文，英文とも）として表示してください．
（4）同一著者，同一発行年の文献の場合は，発行年に小文字のアルファベット(a,b…)を用いて区別してください．
（5）ページ番号の連結には短いen dash “–“(ALTキーを押しながら0150)を用いて，ハイフンやマイナスは用いないようにしてください．
（6）各文献記載については，1文献が2行目以上にわたる時は2行目以降の開始を半角5文字下げてください．
〇雑誌

著者名(出版年)．論文タイトル．雑誌名，巻(号)，初めのページ－終わりのページ．
〇図書

著者名(出版年)．書名．発行地：出版社．

〇翻訳書

原文著者名（発行年）／翻訳著者名(訳)(発行年)．タイトル－サブタイトル，発行地，出版社．

〇インターネットのウェブサイトからの文献，doi 番号が或る場合

著者名(出版年)．論文タイトル: ジャーナル名，ページ番号．doi:番号
〇インターネットのウェブサイトからの文献，doi 番号が不明の場合

著者名(更新年)．ウェブサイトの題名，入所先(URL)/閲覧日．

例：日本語論文の場合

大賀芳樹(2015)．在宅看護の将来．日本在宅ケア学会, 1 (5), 48-63.
例：日本語図書の場合

木下貞男(1981)．理科系の作文技術．東京，中央公論新社．

例：英語論文の場合

Landman, F. (2015a). Future of Home Care Nursing 1. Home Care Nursing, 1 (5), 48-63. 

Landman, F. (2015b). Future of Home Care Nursing 2. Home Care Nursing, 1 (6), 20-33. （同じ年の2つの論文を提示しています．この場合，発行順に「2015a」「2015b」としました．同じ年の論文が1つの場合はこの「a, b」は不要です）

例：英語図書の場合

Mittelbach, F. & Goossens, M. (2004). The LaTex Companion, 2nd ed. Oxford: Wiley.

例：日本語の場合

外務省(2015)．ビザ発行統計，http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/tokei/hakkyu/　(閲覧日：2016年1月6日)．

例：英語の場合

WHO(2015). Global Health Observatory (GHO) data, http://www.who.int/gho/map_gallery/en/　(accessed 2016-01-06).
11．手続き

投稿時には，以下の書類をそれぞれPDFファイルにし，ファイル名を「会員番号_様式1」等としてください．会員番号は0001など下4桁とします。それぞれのPDFファイルを入れたフォルダを作成し、学会事務局にお送りください．メールの件名とフォルダ名は「投稿原稿会員番号(投稿日)」，（投稿日）は（20160503）などと表記し、学会事務局までe-mail添付でお送りください．ご不明な点は下記連絡先までご連絡ください．
1）原則として
（1）表紙（様式1-1）：
会員番号_様式1-1.pdf
（2）表紙（様式1-2査読用）：
会員番号_様式1-2.pdf
（3）本文（全ページを通した行番号付き）：
会員番号_本文.pdf
ただし、投稿者の氏名、および所属、
謝辞、倫理委員会名など投稿者が特定
される可能性のある内容をすべて削除
したものとします。
（4）図：
会員番号_図.pdf
（5）表：
会員番号_表.pdf
（6）共著者投稿承諾書（様式2）：
会員番号_様式2.pdf
（7）著作権譲渡同意書（様式3）：

会員番号_様式3.pdf
（8）利益相反申請書（様式4）：

会員番号_様式4.pdf
（9）チェックリスト（様式5）：

会員番号_様式5.pdf
2）　連絡先

投稿規程3.投稿原稿の内容と原稿の種類の6）原稿の種類の②総説，③原著論文，④研究報告には，和文要旨（400字以内）と英文要旨（250words以内）をつけてください．また，投稿規程の9.執筆要領をご参照ください．この手引きでは「です･ます調」を用いていますが，論文は「である調」としてください．
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一般社団法人　日本ヒューマンヘルスケア学会


（The Japanese Society of Human Health Care)


事務局　e-mail:　jshhc@uhe.ac.jp


※できるだけ上記のe-mailでお問い合わせください．


〒474-0035大府市江端町三丁目220番地


人間環境大学大府キャンパス813研究室


電話番号：　0562-38-7157
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